
６
令和元年

No.218

～　豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち　～住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田

広報

特集 風水害から身を守る



2広報はまだ：令和元年６月号3 広報はまだ：令和元年６月号

　皆さんへのお願い

指定給水装置工事事業者一覧表

事業者名 住所 電話

工事範囲
（地区）

事業者名 住所 電話

工事範囲
（地区）

浜田
金城
旭
弥栄
三隅

浜田
金城
旭
弥栄
三隅

浜
田

㈲相生設備 長沢町�２７４７ ○ ○

県
内
他
市

㈲アイシーエス 益田市 0856�1288 ○ ○
㈲安藤設備 高佐町�６５８７ ○ ○ アクア設備 益田市 0856�0992 ○ ○
イワタニ島根㈱浜田事業部 熱田町�１２５０ ○ ○ いしだ水道設備 江津市 0855�0021 ○ ○
㈾石見水泉社 浅井町�０７８３ ○ ○ 伊藤忠エネクスホームライフ西日本㈱石見営業所 江津市 0855�1050 ○ ○
㈲オーテック・システム 熱田町 080-6326-1358 ○ イマックス㈱ 出雲市 0853�0009 ○
大原技研㈲ 下府町�７７１０ ○ ○ イマックス㈱大田営業所 大田市 0854�7163 ○
勝田土地開発㈱ 佐野町�０３８９ ○ 石見工業㈱ 邑南町 0855�0220 ○ ○
㈲ガット 西村町�０９９２ ○ イワミ水道㈲ 江津市 0855�0788 ○ ○
金髙設備 日脚町 080-5759-9624 ○ ○ ㈱植松 益田市 0856�4981 ○
さいとう設備 上府町�００４３ ○ ○ ㈱内村電機工務店 出雲市 0853�1155 ○ ○
坂本設備 国分町�１２５１ ○ ○ ㈲大石水道工業所 益田市 0856�3258 ○ ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町�４１７０ ○ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町 0855�1502 ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 下府町�８５６６ ○ ○ 大田設備 大田市 0854�6063 ○
㈱大広設備 生湯町�１７０４ ○ ○ ㈲大畑管工 益田市 0856�6961 ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町�１１６９ ○ 角田工業㈱ 益田市 0856�2780 ○ ○
㈱電設サービス 黒川町�２９５４ ○ ○ ㈱技研設備 益田市 0856�3158 ○
東洋設備㈲ 下府町�５２３２ ○ ○ 建興工業㈱ 益田市 0856�4600 ○
㈱中島水道 港町 �１３１５ ○ ○ 光青電気㈲ 益田市 0856�3713 ○ ○
㈲能美建設 下府町�１９３４ ○ 江津水道工事㈲ 江津市 0855�2016 ○ ○
浜田ガス水道工事㈱ 港町 �０７３７ ○ ○ 五大設備㈲ 江津市 0855�2890 ○ ○
まつした設備 上府町�０３６０ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備 益田市 0856�1230 ○ ○
宮田建設工業㈱ 朝日町�３３８８ ○ ○ ㈱斎藤電機 益田市 0856�1822 ○ ○
森橋設備工事 上府町�０２３６ ○ ○ ㈲佐々木工業 大田市 0855�2424 ○ ○
渡辺設備 高佐町�００６４ ○ ○ ㈲ささき設備 江津市 0855�2080 ○ ○

金
城
石州金城設備 金城町下来原 �１７５６ ○ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市 0856�4625 ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 �２２４６ ○ 山陰水道工業㈱ 松江市 0852�3849 ○ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 �１２０３ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 益田市 0856�6488 ○ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 �００２２ ○ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市 0854�3311 ○ ○
㈲岡貞組 旭町今市 �１１５５ ○ ㈲ジェイサービス 益田市 0856�1738 ○ ○
㈱山本組 旭町市木 �０３１１ ○ ㈱島根水道センター 松江市 0852�2797 ○
山本住設 旭町和田 �１０５６ ○ 正栄工業㈱ 益田市 0856�1115 ○

弥
栄斎藤水道 弥栄町木都賀 090-4143-2571 ○ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 益田市 0856�2901 ○ ○

三
隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 �０３３４ ○ ㈱シンセイ工業 益田市 0856�2077 ○ ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 �０１５６ ○ ㈲水道くん 益田市 0856�1607 ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 �００２５ ○ 石州水道工事㈱ 江津市 0855�2176 ○ ○
きがるに芳さん 三隅町古市場 080-6307-9534 ○ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市 0856�1939 ○ ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093-618-3856 ○ 田中水設㈱島根営業所 出雲市 0853�7022 ○ ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 �１１２１ ○ ○ ㈲トモエ水道 江津市 0855�0555 ○ ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 �０１２４ ○ 日新建設㈱ 益田市 0856�3378 ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 �３２８７ ○ ㈲増野商会 益田市 0856�2425 ○ ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 �２３５４ ○ ○ 松井土建㈲ 川本町 0855�2686 ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 �１０３４ ○ ○ ㈲横田水道 江津市 0855�3276 ○ ○
三隅住設 三隅町三隅 �０７２５ ○

広
島
県

㈱アクアライン 広島市 082-502-6644 ○ ○
ヤマオカ設備 三隅町三隅 �１７１７ ○ ○ ㈱アサ・テクノ 広島市 082-229-5311 ○ ○

㈱クラシアン広島支社 広島市 0120-500-500 ○ ○
ダン環境設備㈱ 広島市 082-840-1311 ○ ○
中央機器設備㈱ 広島市 082-284-4101 ○
てらかわ産業 東広島市 082-425-1359 ○
㈱日建管工 広島市 082-263-5835 ○
広島工業㈱ 広島市 082-237-1111 ○
藤岡工業㈱ 広島市 082-243-6910 ○
㈱免出 広島市 082-271-1555 ○
㈱Ｎ．Ｉ．Ｃ 広島市 082-275-5227 ○ ○

６月１日㈯から７日㈮までの７日間は、第61回「水
道週間」です。

今年は「いつものむ　いつもの水に　日々感謝」を
スローガンに、水道水について、広く国民の理解と関
心を高めてもらうため、水道週間が実施されます。

水道水は、「いつでも、きれいで、安心して飲める」
という信頼に応えるため、市では、老朽化している施
設や管路の維持修繕や更新、地震などの災害対策の推
進、安全・快適な水の供給確保などを行っています。

水道事業は、市民の皆さんに納めていただいている
水道料金でまかなわれています。これからも、水道水
を安定供給し、市民の皆さんのご協力をいただきなが
ら、よりよい水道サービスを提供していきます。

　美川浄水場の施設見学ができます

美川浄水場では、個人又はグループでの見学を受け
付けています。場内の庭園に設けた池では、市民の皆
さんから寄贈された錦鯉が泳ぎ、来場者を楽しませて
くれます。
見学申込先・問合せ　美川浄水場　☎�０６９０

家庭の水道工事の申込みは、市の指定給水
装置工事事業者に申し込んでください

給水装置の新設・増設・改造・修理などは、市の指
定給水装置工事事業者（次ページの事業者一覧表を参
照）に申し込んでください。

検針へご協力をお願いします
水道メーター付近に物を置かないでください。また、

飼い犬は出入口や水道メーターから離れた場所につな
いでおいてください。

宅内で漏水はありませんか？
宅内で漏水した水の料金は、使用者の負担となりま

す。蛇口を全部閉めて、水道メーター文字盤の銀色の
パイロットが少しでも回っていれば漏水しています。
その場合は、市の指定給水装置工事事業者に連絡し修
理してください。また、地下漏水など料金が減免でき
る場合がありますので、お問い合わせください。

長期間家を留守にするときは、バルブを閉
めるか一時中止の届出を出してください

留守中の宅内漏水などにより、多額の水道料金が発
生する事例があります。長期間にわたって家を留守に
する場合は、水道メーター手前のバルブを閉めておく
か、水道の使用一時中止の届出をしましょう。

貯水槽水道の設置者は維持管理をお願いします
水道法により、貯水槽水道の設置者は、清掃・点検・

検査などの維持管理を行う必要があります。貯水槽の
清掃などは、１年に１回は行ってください。

水道メーターの取替えにご協力ください
市では、計量法に基づき、定期的に水道メーターの

取替えを実施しています。取替作業は委託業者が行い、
取替えにかかる費用は無料です。取替委託業者（名札・
腕章を着用）が伺いましたら、協力をお願いします。

１㈯ ～７㈮
６／

いつものむ　いつもの水に　日々感謝

水 道 週 間

問合せ
工事関係　上下水道部工務課工務係　☎�９９１０
料金関係　上下水道部管理課料金係　☎�９９０３
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開
府
四
百
年
パ
レ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
29
日
㈷
、
浜
田
開
府
四
百
年
祭
の
開
幕
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
「
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
府
四
百
年
祭
に
あ
わ
せ
て
、
浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
「
石
州
浜
田
武
者
行
列
」
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
各
地
の
田
ば
や
し
や
、

市
外
・
県
外
の
団
体
の
皆
さ
ん
が
来
浜
し
、
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
行
列
の
最
後
は
、
観
光
・
文
化
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
三
重
県
松
阪
市
の

竹
上
市
長
と
中
島
議
長
が
、
久
保
田
市
長
、
川
神
議
長
と
共
に
騎
乗
し
ま
し
た
。

武
蔵
川
越
藩
最
後
の
大
名
家
で
あ
る
松
平
周
防
守

家
は
、
江
戸
時
代
で
最
も
長
く
浜
田
藩
を
治
め
て
い

ま
し
た
。
今
回
、
開
府
四
百
年
祭
に
あ
わ
せ
て
１
８

３
年
ぶ
り
の
里
帰
り
行
列
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
春
ま
つ
り
で
武
者
行
列
を
お
披
露
目
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
手
づ
く
り
で
甲
冑
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

四
百
年
前
を
彷
彿
と
さ
せ
る
武
者
た
ち
が
、
浜
田
の

ま
ち
を
練
り
歩
き
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

浜
田
藩
は
松
坂
か
ら
転
封
し
た
古
田
重
治
に
よ
っ

て
開
か
れ
、
第
12
代
藩
主
・
松
平
康
定
は
松
坂
の
国

学
者
・
本
居
宣
長
へ
駅
鈴
を
贈
っ
た
ご
縁
も
あ
り
ま

す
。
力
強
い
口
上
や
掛
け
声
、
法ほ

ら

が

い

螺
貝
の
音
が
浜
田

の
ま
ち
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
山
陰
・
山
陽
11
か
国
に
覇
を
唱
え
た

戦
国
大
名
尼
子
氏
が
居
城
し
た
月
山
富
田
城
が
あ
る

安
来
市
広
瀬
町
か
ら
来
浜
し
ま
し
た
。
厚
紙
を
使
っ

て
甲
冑
を
制
作
す
る
、
浜
田
の
甲
冑
愛
好
会
の
先
輩

で
す
。

松
江
開
府
四
百
年
祭
の
４
年
目
に
結
成
さ
れ
、
松

江
歴
史
館
で
定
期
演
武
を
し
て
い
ま
す
。
銀
天
街
交

差
点
で
迫
力
あ
る
火
縄
銃
の
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会

松
阪
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会

出
雲
尼
子
を
興
す
会

松
江
城
鉄
砲
隊
・
松
江
城
姉
さ
ま
鉄
砲
隊

川
越
藩
行
列
保
存
会
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広告
広告

浜田開府400年祭
公式ホームページ

書類提出先・問合せ
　行財政改革推進課行革推進係　☎�９１０１

提案方法　
　有料広告企画提案書に必要事項を記入の上、
必要書類を添付して提案してください。
※　募集要項及び企画提案書は、市役所本庁舎

２階行財政改革推進課にあります。市ホーム
ページからダウンロードもできます。

※　提案に際しては、事前協議が必要です。

募集期間
　６月３日㈪～７月31日㈬
受付期間
　７月１日㈪～７月31日㈬

募集する企画提案
　提案者自らが、広告主又は広告代理店となっ
て広告を掲載しようとするもの

広告掲載の対象物
　市が保有する財産（施設・公用車ほか）、印
刷物など

企画提案できる方
・市内に営業所などがある民間企業・団体
・市内に住所がある人

広告の掲載期間　
　最長３年（月単位も可）

広告掲載料
・年額の場合　６万円以上（税込み）
・月額の場合　５千円以上（税込み）
※　上記金額相当の印刷物などの現物提供も可

能です。

　市では、新たな財源の確保や市民サービスの向上に向けて、民間企業などの自由な発想
やアイディアを活

い

かして、市が保有する財産などに広告を掲載する企画提案を募集します。

第１回 提案　市公用車リアガラスを利用した広告 第２回 提案　市庁舎玄関マットを利用した広告

期間　６月19日㈬～７月４日㈭（16日間）
　６月19日㈬　本会議　開会、提案説明
　　　　　　　（全員協議会）
　　　20日㈭　本会議　個人一般質問
　　　21日㈮　本会議　個人一般質問
　　　24日㈪　本会議　個人一般質問
　　　25日㈫　本会議　個人一般質問
　　　26日㈬　本会議　議案質疑
　　　27日㈭　総務文教委員会
　　　28日㈮　福祉環境委員会
　７月１日㈪　産業建設委員会
　　　２日㈫　予算決算委員会
　　　４日㈭　本会議　委員長報告、採決、閉会
　　　　　　　（全員協議会）議会運営委員会

会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。

なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。

各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。

各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「市議会日程」に掲載します
のでご覧ください。

問合せ　議会事務局　☎�９８００　

開
府
四
百
年
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム
を
連
載
し
ま
す

「
広
報
は
ま
だ
４
月
号
」
に
平
成
31
年
度
の
浜
田
市
施
政
方

針
が
載
せ
ら
れ
、
水
産
業
・
農
林
業
・
商
工
業
・
海
運
業
・
観

光
業
な
ど
の
振
興
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
江
戸
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

農
業
・
漁
業
・
林
業
は
、
江
戸
時
代
も
現
在
も
重
要
な
産
業

で
す
。
し
か
し
、
社
会
環
境
や
生
活
環
境
な
ど
の
変
化
に
よ
っ

て
無
く
な
っ
た
産
業
も
あ
り
ま
す
。
か
ん
な
流
し
・
た
た
ら
製

鉄
・
鋳
物
・
刀
と
い
っ
た
鉄
産
業
、
木
地
椀
・
漆
器
と
い
っ
た

木
製
品
、
綱
・
糸
な
ど
の
麻
原
料
で
あ
る
扱
苧
が
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
、
石
見
・
石
州
の
名
を
冠
し
た

特
色
の
あ
る
石
見
焼
・
石
州
瓦
・
石
州
和
紙
は
、
地
場
産
業
と

し
て
現
在
も
後
継
者
や
働
く
人
々
の
努
力
に
よ
り
生
産
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
長
浜
土
人
形
の
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
約
２
５
０
年
前
（
明
和
年
間
）
か
ら
生
産
が
は
じ
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
、
天
日
干
し
の
後
、
素
焼
き
に
し
、
彩
色
し

た
土
人
形
で
す
。
墨
書
年
が
確
認
で
き
た
土
人
形
で
は
、
１
８

１
７
年
＝
文
政
元
年
の
も
の
が
最
古
で
す
。
長
浜
土
人
形
は
、

北
前
船
に
よ
り
佐
渡
に
運
ば
れ
八
幡
土
人
形
に
多
大
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
県
の
三
次
土
人
形
な
ど
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
島
根
県
の
西
部
の
み
な
ら
ず
東
部
へ
も
流

通
し
、
現
在
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
資
料
館
・

美
術
館
・
博
物
館
（
島
根
県
内
・
新
潟
県
・
京
都
府
・
広
島
県
・

岡
山
県・鳥
取
県・個
人
収
集
家
ほ
か
）
で
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

浜
田
市
域
に
お
い
て
も
長
浜
町
・
金
城
町
・
旭
町
な
ど
に
お
い

コ
ラ
ム
④　
浜
田
藩
の
産
業
の
移
り
変
わ
り
と
そ
の
後

浜
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員　
森
須
和
男
さ
ん

て
文
化
祭
や
ひ
な
祭
り
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外

の
邑
南
町
日
貫
で
は
春
に
「
長
浜
人
形
展
」
と
銘
打
ち
、
幟
を

立
て
、
長
浜
土
人
形
を
中
心
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
土
人
形
の
種
類
は
、
雛
人
形
・
説
話
物
・
神
像
・
歌
舞

伎
物
・
動
物
・
神
事
物
・
面
・
仙
人
な
ど
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
、

ほ
か
の
地
域
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
い
信
仰
の
対
象
で
あ

る
観
音
像
・
地
蔵
尊
・
弘
法
大
師
像
と
い
っ
た
仏
像
や
、
動
き

の
あ
る
舞
姿
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

江
戸
後
期
、
松
平
周
防
守
家
、
松
平
右
近
将
監
家
に
よ
り
、

永
見
家
の
焼
物
人
形
細
工
は
類
職
差
留
を
認
め
ら
れ
、
藩
に
よ

る
保
護
政
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

で
は
、
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
文
化
財
的
保
護
政
策
だ

け
で
は
民
俗
的
、
芸
術
的
伝
統
技
術
を
継
承
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。
生
産
し
販
売
し
経
営
が
成
り
立
つ
振
興
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。島
村
抱
月
の「
復

活
」
劇
中
歌
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
の
作
曲
家
、
中
山
晋
平

の
出
身
地
で
あ
る
長
野
県
中
野
市
で
は
「
中
野
ひ
な
市
」
を
毎

年
行
い
、
全
国
土
人
形
即
売
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
江
津
市
で
土
人
形
を
制
作
し
て
お
ら
れ
る
長
浜
町
生

ま
れ
の
安
東
三
郎
さ
ん
も
憂
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
連
綿
と
生
産

し
て
い
る
全
国
的
に
有
名
な
長
浜
の
土
人
形
を
、
こ
の
地
域
で

後
世
に
伝
え
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

長浜土人形（大正期ごろ）

問
合
せ

　
観
光
交
流
課　
開
府
４
０
０
年
推
進
室

　
☎
�
９
２
２
８

６月浜田市議会定例会議日程（予定）

提案型の有料広告を募集します（第５回）

有料広告の事例
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今
年
も
梅
雨
の
長
雨
や
台
風
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
浜
田
市
に
お
い
て
は
人
的
被
害
が
出
る
よ
う
な
風
水
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
、
梅
雨
前
線
や
台
風
７
号
の
影
響
に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
平
成

30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
中
国
地
方
や
近
畿
地
方
な
ど
の
多
く
の
地
点
で
時
間
雨
量
の
観
測
記
録
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
。
大
雨
特
別
警
報
も
11
府
県
に
発
令
さ
れ
、
大
雨
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者

数
が
、
２
４
５
人
と
な
る
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
大
雨
災
害
を
教
訓
と
し
、
今
後
さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
改
め
て

こ
の
機
会
に
洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど
の
風
水
害
に
つ
い
て
、
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
土
砂
災
害
と
は

土
砂
災
害
は
、
が
け
崩
れ
・
地
す

べ
り
・
土
石
流
の
３
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
大
雨
に
よ
っ
て
地

盤
が
ゆ
る
む
こ
と
が
主
な
発
生
原
因

一
般
に
川
が
増
水
し
や
す
い
６
月

～
10
月
頃
を
出
水
期
と
い
い
ま
す
。

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
雨

に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
に
注
意
が

必
要
で
す
。

長
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
く
る
と
、

松
江
地
方
気
象
台
と
島
根
県
は
共
同

で
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表

し
ま
す
。
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
市
は
、
対
象
地
域
を
絞
っ
て
避

難
勧
告
を
発
令
し
ま
す
。

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
は
、

様
々
な
前
兆
現
象
が
起
こ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
前
兆
現
象
に
気
付
い
た

ら
、
周
囲
の
人
に
も
伝
え
、
が
け
や

谷
か
ら
離
れ
、避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

前兆現象
がけ崩れ 地すべり 土石流

・がけにひび割れができる
・小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧き水が止まる
・湧き水が濁る
・地鳴りがする

・地面がひび割れたり陥没した
りする

・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・地鳴り、山鳴りがする
・樹木が傾く
・亀裂や段差が発生する

・山鳴りがする
・急に川の水が濁り、流木が混

ざり始める
・腐った土の匂いがする
・雨が降り続いているのに川の

水位が下がる
・立木がさける音や石がぶつか

り合う音が聞こえる

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
江
津
市
桜
江
町
の
八
戸
川
で

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
様
子
（
江
津
市
提
供
）

◀

【資料】　・ＮＰＯ法人土砂災害防止広報センター　 ・政府広報オンライン 雨の強さと降り方
１時間雨量 人の受けるイメージと人への影響
10～20mm

（やや強い雨）
ザーザーと降り、地面からの跳
ね返りで足元がぬれる

20～30mm
（強い雨）

どしゃ降りで傘を差していても
ぬれる

30～50mm
（激しい雨）

バケツをひっくり返したように
降る

50～80mm
（非常に激しい雨）

滝のようにゴーゴーと降り続き、
傘はまったく役に立たなくなる

80mm以上
（猛烈な雨）

息苦しくなるような圧迫感があ
り、恐怖を感じる

問合せ
・防災安全課防災安全係
　☎�９１２２
・各支所防災自治課防災係

で
す
が
、
地
震
の
際
に
も
発
生
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
に
よ
り
大
き
な
揺
れ

を
観
測
し
た
地
域
で
は
、
地
盤
が
ゆ

る
ん
で
い
る
た
め
、
少
し
の
雨
で
も

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
対
策

土
砂
災
害
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る

と
瞬
時
に
大
災
害
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
事
前
の
避
難
行
動
が
一

番
の
対
策
で
す
。
事
前
の
避
難
行
動

の
た
め
に
は
、
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
危
険
性
に
つ
い
て
、
早
く
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

風水害 から 身を守る

土
砂
災
害
警
戒
情
報

前
兆
現
象

２
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る

出
水
期
の
大
雨
・
土

砂
災
害
に
注
意
す
る

１
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浜田市河川カメラ

◎
洪
水
害
と
は

大
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
の
流
量
が

異
常
に
増
加
し
て
、
堤
防
の
浸
食
や

決
壊
、
橋
の
流
出
な
ど
が
起
こ
る
災

害
の
こ
と
で
す
。

◎
浸
水
害
と
は

大
雨
な
ど
に
よ
る
地
表
水
の
増
加

に
排
水
が
追
い
つ
か
ず
、
用
水
路
や

下
水
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
氾
濫
し
た

り
、
河
川
の
増
水
や
高
潮
に
よ
っ
て

排
水
が
阻
ま
れ
、
住
宅
や
田
畑
が
水

に
つ
か
る
災
害
の
こ
と
で
す
。
内
水

氾
濫
と
も
言
い
ま
す
。

◎
対
策

洪
水
害
や
浸
水
害
は
、
土
砂
災
害

に
比
べ
て
あ
る
程
度
発
生
の
予
測
が

で
き
る
災
害
で
す
。

大
雨
の
際
に
は
、
市
は
、
河
川
の

水
位
と
今
後
の
降
雨
見
込
み
を
基
に

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
情
報
を
発

令
し
ま
す
。
気
が
付
い
た
ら
逃
げ
遅

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
河
川
の
水
位
や
市
か
ら
の
避
難

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
し
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
、
家

の
外
が
冠
水
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
は
、
無
理
に
避
難
所
へ
避
難
せ
ず
、

垂
直
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。
垂
直

避
難
と
は
、
自
宅
や
近
所
の
建
物
の

２
階
以
上
へ
避
難
し
、
緊
急
的
に
命

を
守
る
避
難
方
法
で
す
。

市
で
は
、
風
水
害
に
限
ら
ず
、
地

震
・
大
火
災
な
ど
の
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
と
し
て
公

共
施
設
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
市
が
早
期
に
開
所

す
る
避
難
所
で
あ
る
「
初
動
開
所
避

難
所
」
は
、
下
の
一
覧
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
避
難
所
は
全
て
の
災
害
に

対
し
て
万
能
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
は
な
い
が
、

洪
水
に
よ
る
浸
水
の
お
そ
れ
は
あ
る
、

と
い
っ
た
避
難
所
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、災
害
の
種
類
に
よ
っ

て
は
開
所
し
な
い
避
難
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
市
が
発
表
す
る
避
難
に
関

す
る
情
報
に
注
意
し
て
、
適
切
な
避

難
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
で
は
現
在
64
団
体
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
考
え
、
日
頃
か
ら
避
難

訓
練
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
自

治
会
や
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
で
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
組
織
の
設
立
支
援
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
か
ら
、
新
た
な
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
の
中
で
も
、
土
砂
の

崩
落
時
に
建
物
な
ど
へ
の
影
響
が
大

き
い
区
域
を
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。

区
域
図
は
、
市
維
持
管
理
課
・
各

支
所
産
業
建
設
課
及
び
各
公
民
館
で

確
認
で
き
ま
す
。

土
砂
災
害
と
洪
水
・
浸
水
害
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
自
分
の
身
の
周
り
に
ど
の
よ

う
な
災
害
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
り
、
日
頃
か

ら
雨
水
の
た
ま
り
や
す
い
場
所
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

市
で
は
、
災
害
や
事
件
・
事
故
な

ど
が
起
き
た
際
に
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を
活
用
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
・
防
犯
情
報

な
ど
を
文
字
情
報
で
提
供
す
る
「
防

災
・
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
登
録
件
数
は
約

８
７
０
０
件
で
す
。

市
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
防
災

情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
特
別
警
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
旨
を
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
っ
て
市
内
全
て
の
防
災
行

政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。
こ
の
放
送

内
容
は
、
放
送
か
ら
24
時
間
以
内
で

あ
れ
ば
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
聴

き
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
０
５
８
‐
５
２
１

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
員
な
ど
が
安
全

に
河
川
の
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

河
川
カ
メ
ラ
を
市
内
５
か
所
に
整
備

し
、
画
像
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

大
雨
が
降
っ
て
い
る
時
に
河
川
に

近
づ
く
こ
と
は
、
増
水
し
た
川
に
流

さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
と
て

も
危
険
で
す
。
河
川
カ
メ
ラ
画
像
を

活
用
し
て
、
増
水
し
た
河
川
に
近
づ

く
こ
と
な
く
水
位
を
確
認
し
、
避
難

行
動
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

初動開所避難所一覧
地　区 施　設　名 地　区 施　設　名

浜
田

浜田

健康増進センター

金
城

雲城 雲城公民館（みどりかいかん）
浜田公民館 今福 今福公民館（ふれあい会館）
原井小学校 波佐 波佐公民館（ときわ会館）
第二中学校 小国 小国公民館（旧小国小学校）

石見

石見公民館 久佐 久佐公民館（くざ会館）
第一中学校 美又 美又公民館（美又会館）
三階小学校

旭

今市 旭山村開発センター（旭センター）
石見公民館後野分館 木田 木田公民館（木田生活改善センター）
石見公民館佐野分館 和田 和田公民館（旧和田小学校）

長浜 長浜公民館（マリン交流センター） 都川 都川公民館（都川高齢者活動促進センター）
長浜小学校 市木 市木生活改善センター

周布
周布公民館 弥

栄
安城 安城公民館（弥栄会館）

周布小学校 杵束 杵束公民館（弥栄老人憩の家・福祉センター）
第三中学校

三
隅

三隅 市役所三隅支所
大麻 大麻公民館 三隅公民館

美川 美川公民館 三保 三隅中央会館
第四中学校 三保公民館

国府

国府公民館 岡見 岡見公民館
浜田東中学校 井野 井野公民館
国府公民館宇野分館 黒沢 黒沢公民館
旧有福小学校（国府公民館有福分館） 白砂 白砂公民館

浜田市防災・防犯メールの登録方法

@hamada_bousai

浜田市防災情報
Ｔｗｉｔｔｅｒ

①　次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
風
水

害
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、

人
工
衛
星
な
ど
を
介
し
て
瞬
時
に
受

信
し
、
市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
な

ど
か
ら
自
動
的
に
放
送
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
防
災
行
政
無

線
放
送
は
、
人
間
の
声
で
は
な
く
、

男
性
の
声
の
合
成
音
声
に
よ
っ
て
放

送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
発
音
の

仕
方
や
、
声
の
低
さ
に
よ
っ
て
は
、

聴
き
取
り
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
前
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
放
送
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
か
ら
出
る
水
を

増
や
す
と
き
や
、
大
雨
な
ど
に
よ
り

ダ
ム
の
下
流
で
急
激
な
水
位
上
昇
が

予
測
さ
れ
る
と
き
な
ど
に
、
サ
イ
レ

ン
に
よ
る
警
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

河
川
内
に
い
る
場
合
に
は
、
速
や

か
に
安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

情
報

気
象
情
報

・
特
別
警
報
、
気
象
警
報

・
津
波
に
関
す
る
情
報

・
地
震
の
震
度
情
報　
な
ど

防
災
危
機
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
情
報

・
避
難
所
開
所
情
報

・
危
機
管
理
情
報　
な
ど

防
犯
交
通
情
報

・
防
犯
情
報

・
交
通
情
報　
な
ど

ダ
ム
に
関
す
る
問
合
せ

・
島
根
県
浜
田
県
土
整
備
事
務
所
ダ

ム
管
理
第
二
課

　
☎
�
５
５
７
６

・
中
国
電
力
西
部
水
力
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
７
６
９
３

hamada@xpressmail.jp
※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、左の図からアドレ

スを読み取ることができます。
②　返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）にインターネット接続

します。接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。
③　登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　迷惑メール設定により返信メールが届かない場合があります。
　「＠xpressmail.jp」のドメインを受信許可してください。

３
洪
水
・
浸
水
害
か
ら

身
を
守
る

４
身
の
回
り
の

災
害
リ
ス
ク
を
知
る

５
情
報
収
集
手
段
を

確
保
す
る

６
避
難
所
の
場
所
を

確
認
す
る

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
を

登
録
し
ま
し
ょ
う

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
防
災
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す

防
災
行
政
無
線
自
動
電

話
応
答
サ
ー
ビ
ス

河
川
カ
メ
ラ
で
川
の
状

況
を
確
認
で
き
ま
す

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

７
自
主
防
災
組
織
を

設
立
す
る

８
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
特

別
警
戒
区
域
を
確
認
す
る
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全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
９
・
広

報
写
真
（
一
枚
写
真
部
）
で
入
選
し
た

広
報
は
ま
だ　
平
成
30
年
８
月
号　
表
紙

◀

島根県立大学入学式・大学院入学式に出

席しました（４月３日）
浜田医療センター初期研修医歓迎の会に
出席しました（４月８日）

島根県立大学や専門学校などの新入生を
対象に「浜田探索ツアー」を行いました
（４月13日・14日・20日）

浜田市に桜を育てる会「観桜会」に出席
しました（４月21日）

日本郵便㈱がフレーム切手「浜田開府
400年記念」を販売開始し、贈呈を受け
ました（４月22日）

㈱浜田メイプル牧場完成祝賀会に出席し
ました（４月26日）

浜田市食生活改善推進協議会総会に出席
しました（４月19日）

浜田市母子会連合会総会に出席しました
（４月20日）

みはし地域まちづくりネットワーク総会
に出席しました（４月23日）

浜田人権擁護委員協議会定時総会に出席
しました（４月26日）

浜田開府400年祭開幕前夜祭に出席しました（４月28日）

日本海酒造㈱と石州和紙久保田が、開府
400年を記念した新ボトルの日本酒を発
表し、報告を受けました（４月24日）

情報公開制度の運用状況
１　開示請求（任意開示申出を含む）
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略）

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示

市
長

市長公室 3 3 － － －
総務部 30 7 15 7 1
地域政策部 7 3 4 － －
財務部 1 － 1 － －
健康福祉部 44 5 21 18 －
市民生活部 1 － 1 － －
産業経済部 49 6 38 5 －
都市建設部 6 5 － 1 －
上下水道部 1 － 1 － －

教育委員会 6 － 4 1 1
監査委員 2 － 2 － －
消防長 4 2 2 － －

合　計 154 31 89 32 2
※　そのほかとは、取下げ又は処理中のことをいいます。
　⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 0
第２号　個人情報 71
第３号　法人等事業情報 40
第４号　公共安全情報 5
第５号　審議・検討・協議情報 6
第６号　事務事業情報 13

文書不存在 33
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上して

います。

個人情報保護制度の運用状況
１　開示請求
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略）

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示
市
長

健康福祉部 1 1 － － －
市民生活部 6 － 4 2 －

消防長 1 1 － － －
合　計 8 2 4 2 －

　⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

第16条 第３号　開示請求者以外の個人情報 4
文書不存在 2
２　訂正請求　なし
３　利用停止請求　なし

情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
す
る
情
報
（
公
文
書
）
に
つ

い
て
「
こ
ん
な
も
の
が
見
た
い
、
知
り
た

い
」
と
思
う
と
き
に
、
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
は

原
則
公
開
す
る
こ
と
と
、
個
人
情
報
は
最

大
限
保
護
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
公
正
で

開
か
れ
た
市
政
と
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に

必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
と
、
市
が

保
有
す
る
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
の
開

示
を
請
求
し
た
り
、
誤
っ
て
い
る
場
合
に

訂
正
を
請
求
し
た
り
、
条
例
に
違
反
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
利
用
停
止
を
請

求
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保

護
す
る
こ
と
と
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
運
用
状
況

（
平
成
30
年
４
月
１
日

　
　
　
～
平
成
31
年
３
月
31
日
）

⑴　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
文
書
開

示
請
求　
　
　
　
　
　
　
１
５
４
件

⑵　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
請
求

・
個
人
情
報
開
示
請
求　
　
　
　
８
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求　
　
　
　
０
件

・
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求　
　
０
件

情報公開制度・個人情報保護制度
利用してください

問
合
せ　
総
務
課
法
令
文
書
係

☎
�
９
１
１
１

問
合
せ　
市
長
公
室
総
合
調
整
係

☎
�
９
１
５
１

広
報
は
ま
だ
平
成
30
年
８
月
号
の

表
紙
が
、「
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
９（
平
成
31
）年
・
広
報
写
真

（
一
枚
写
真
部
）」で
入
選
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
浜
田
市
の
魅
力
や
市

民
の
皆
さ
ん
の
表
情
を
カ
メ
ラ
に
収

め
、
楽
し
い
話
題
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

「
広
報
は
ま
だ
」
が

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
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つつじ祭りを楽しむ観光客

大きなたけのこを協力して掘る子どもたち

音楽隊と高校生による合同演奏

ルールや操作技術を学ぶ参加者たち

　５月３日㈷～５日㈷までの３日間、毎年恒例のつつじ祭りが
三隅公園・龍雲寺で開催されました。好天にも恵まれ、３日間
を通して述べ約7,300人が会場を訪れました。
　期間中は、三隅神社境内で石見神楽を３団体が日替わりで上
演したほか、紙芝居や特産品販売、出店などもあり、子ども連
れなど多くの人でにぎわいました。
　また、５日㈷の「こどもの日」には、子どもたちを水の事故
から守る祈願祭「水神祭」や、つつじ祭り協賛親善ゲートボー
ル大会も行われ、祭りを盛り上げました。

　４月23日㈫、美川幼稚園で、３・４・５歳児の園児11人と保
護者が、幼稚園近くの竹林で、たけのこ掘りをしました。　　
　子どもたちは、土から頭を出したたけのこを見つけ、「ここ
にもあった」と大喜びし、スコップを使い一生懸命掘っていま
した。また、幼稚園に帰って、するすると剥ける皮剥きも楽し
んでいました。参加した子どもたちは、「掘るのが大変だった
けど、楽しかった」「大きいたけのこが採れてうれしかった」
と話していました。掘ったたけのこは翌日、たけのこご飯とた
けのこ汁にしてもらい、みんなでお腹いっぱい食べました。　

　４月22日㈪、電動車操作技能講習会が老人福祉センターで開
催されました。これは、高齢者の移動手段として普及している
電動車の事故防止のため、浜田市社会福祉協議会弥栄支所と浜
田市交通安全協会弥栄支部、浜田警察署などが企画したもので
す。屋外では、電動車の日常点検の仕方や路上駐車された乗用
車を回避するコースやスラロームのコースを使って、安全確認
の仕方や操作技術を学びました。その後、屋内では、浜田警察
署職員や販売店の福祉用具専門相談員から、交通事故発生状況
や交通ルールやマナーについて学びました。

こいのぼりを揚げる園児たち

受粉作業をする児童たち

しし肉のミンチを羊の腸に詰める参加者

はりも山公園で春の味覚と神楽を楽しむ

　４月22日㈪、こいのぼりの掲揚が市役所玄関前広場で行われ
ました。これは、児童の健やかな成長を願って、５月５日から
の１週間を期間とする児童福祉週間の啓発の一環として行って
いるもので、38回目になります。今年は、認定子ども園みなと
子ども園、おぐに保育園の３・４・５歳児67人が参加して、み
んなでロープを引っ張り、こいのぼりを揚げました。
　また、玄関前のフェンスには、市内の27保育所（園）の児童
による手作りのこいのぼりも飾られ、さわやかな風に気持ちよ
さそうに泳いでいました。

　４月17日㈬、しし肉ソーセージ作りが、杵束公民館で開催さ
れました。これは、昨年ハム工場見学でソーセージ作りを学ん
だことをきっかけに、町内にある獣肉加工場のしし肉を使った
ソーセージ作りを企画したものです。

当日は、羊の腸を使って、しし肉と豚肉の２種類のソーセー
ジを作りました。最初は詰める肉の量が少なかったり、空気が
入って破れたりしましたが、慣れてくると形のいいソーセージ
ができ上がりました。その後、地元の野菜を使ってホットドッ
クにしておいしく味わいました。

　４月17日㈬、梨の受粉体験が山ノ内梨園で行われました。こ
れは、地域の特産品である赤梨について学び、農業の苦労や収
穫の喜びを感じてもらおうと毎年行っているもので、旭小学校
４年生20人が体験しました。児童たちは、生産者から自然受粉
の話や、人口受粉で梵

ぼ ん て ん

天という耳かき状の道具を使った花粉の
付け方を教わった後、梨（豊水）の花のめしべに優しく付けて
回りました。児童たちは「受粉作業で強くすると花が落ちるの
で、やさしくするのが難しかった」と話していました。今後は、
摘果作業、収穫作業を行う予定です。

　４月14日㈰、はりも山公園で「はりも山の自然を食う会」が
開催されました。この催しは、針藻山から日本海などの景色を
眺めながら地元で採れた春の味覚を楽しんでもらおうと、地域
の皆さんの協力を得て、はりも山の自然を食う実行委員会が毎
年行っているものです。
　当日は、「岡見てんつくてん」による石見神楽や山口県在住
の林隆雄さんによるチェーンソーアートの実演、針藻山で採れ
た山菜を使った天ぷらやつきたての餅などの特産品販売もあり、
親子連れなど多くの人が訪れました。

　４月28日㈰、スプリングコンサート㏌はまだが石央文化ホー
ルで行われ、約1,200人の来場者がありました。これは、市民
の皆さんに自衛隊を身近に感じてもらい、活動に理解を深めて
もらおうと、浜田地区防衛協会が毎年企画しているものです。
　コンサートでは、陸上自衛隊第13音楽隊がＣＭで流れている
曲や平成の有名な曲をメドレーで演奏されました。曲に合わせ
て隊員が歌ったり踊ったりして会場は大いに盛り上がりました。
　最後に、音楽隊と江津高校・浜田商業高校・浜田高校・石見
智翠館高校生による合同演奏も行われました。

♥Town Topics

咲き誇る色とりどりのつつじ
～　三隅つつじ祭り　～

みすみ

たけのこたくさんみ～つけた
～　たけのこ掘り　～

はまだ

音楽を通じて自衛隊員と触れ合う
～　スプリングコンサートinはまだ　～

はまだ

みんなで守ろう交通ルール
～　電動車操作技能講習会　～

やさか

大空に泳ぐこいのぼり
～　こいのぼり掲揚　～

はまだ

地元の特産品を学ぶ
～　旭小学校梨の受粉体験　～

あさひ

自然に感謝 ジビエを味わう
～　しし肉ソーセージ作り　～

やさか

地元の旬を楽しんで
～　はりも山の自然を食う会　～

みすみ
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ 新たに認定された事業所

揚げたての山菜を味わう参加者

お茶をいただきながらひなまつり

野点の雰囲気とお茶を楽しむ来場者

ブドウ栽培に挑戦するプロジェクトチームの皆さん

　４月14日㈰、春の山菜セミナーが三隅町井野にある野山岳周
辺と井野公民館で行われ、市内外から約150人が参加しました。
これは、訪れた人を旬の山菜でおもてなししようと、井野地区
生涯学習地域推進委員会が企画したものです。
　当日は、山菜採りコースと山菜料理実習コースに分かれて活
動を行いました。昼食には、山菜の酢の物や和え物・揚げたて
の天ぷら・角寿司など、春の味覚を満喫しました。参加者は、「揚
げたてのたけの子の天ぷらがおいしかった」と話していました。

　４月14日㈰、夜桜茶会が今福公民館で行われ、約260人の来
場者がありました。この茶会は、野点の雰囲気を楽しんでもら
おうと、公民館・地域の茶道愛好者でつくる「茶楽の会」・ボ
ランティアの皆さんが毎年開催しているもので、今年で27回目
となりました。会場内は、ソメイヨシノや、竹・菜の花など春
を感じさせる草花が飾られ、まるで庭園にいるような演出がさ
れていました。来場者は、「毎年楽しみしている」「野点さなが
らの雰囲気の中で、抹茶と和菓子のもてなしに心が和む」と話
していました。

　４月７日㈰、「ご縁を結ぶひなまつり」が木田暮らしの学校
で開催され、多くの来場者でにぎわいました。この催しは、心
からのおもてなしで木造校舎でのひなまつりを楽しんでもらお
うと、木田地区振興協議会が企画したものです。
　会場では、明治以前のひな人形や古い長浜人形、七段飾りな
どが展示され、来場者は様々な人形を見て楽しみました。また、
地元のお茶の会のメンバーによる「おば茶んカフェ」も開かれ、
抹茶と地元のおりつ饅頭をいただきながら来場者は一息つきま
した。この日は、天気も良く外では満開の桜も楽しめました。

　３月29日㈮、地域の農地を守る一環として、今福地区シャイ
ンマスカット栽培プロジェクトチームが発足しました。
　今福地区まちづくり推進委員会の呼びかけにより、ブドウ栽
培技術の伝承や新たな栽培者の育成を図り、耕作放棄地の解消
にもつなげようと、地域住民17人が活動を開始しました。ブド
ウ栽培は、ほとんどの会員が初挑戦で、経験者を中心に４つの
班で分担し、今後栽培管理をすることにしています。
　当日は、地域住民同士、和気あいあいの中、苗木の植え付け
が行われました。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

　
こ
の
制
度
は
、
適
切
な
応
急
手
当

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す

る
事
業
所
な
ど
を
「
ま
ち
か
ど
救
急

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
重
篤

な
傷
病
者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社

会
貢
献
を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お

け
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　
本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、
次
の

３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　
浜
田
市
で
は
、
４
月
に
新
た
に
９

事
業
所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
５
１

事
業
所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
認
定
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含
め
、
浜

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業
所

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
所

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
場
所
の
地
図
も
随
時

更
新
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
９
事
業
所

（
順
不
同
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ん
な
の
家

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
さ
か
風
の
里

・
グ
ラ
ン
ド
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
ま
ぼ
う

ふ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
聖
バ
ル
ナ
バ
保
育
園

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
川
苑

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
か
わ

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
美
川
の
郷　

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
美
川

・
浜
田
工
業
㈱

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
効
果
は
？

　
認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
措

置
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
緊
急
時
は
、
お
近
く
の
認
定
事
業

所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
詳
し
く
は
浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
い
た
だ
く
か
、
浜
田
市

消
防
本
部
警
防
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係　
☎
�
５
１
６
７

認定した事業所には、
表示証が提示されています

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

井野の自然と味覚を満喫
～　春の山菜セミナー　～

みすみ

木造校舎でひなまつり
～　ご縁を結ぶひなまつり　～

あさひ

誰でも気軽に参加できる野点茶会
～　夜桜茶会　～　

かなぎ

地域の農地を守る
～　今福地区シャインマスカット栽培プロジェクトチーム　～

かなぎ

安
全
安
心

　
平
成
30
年
は
、
前
年
と
比
較
し
て

被
害
件
数
、
被
害
総
額
と
も
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
詐
欺

と
思
わ
れ
る
不
審
電
話
は
多
数
か

か
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、「
訴
訟
最

終
告
知
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
不
審

な
ハ
ガ
キ
も
多
数
届
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、全
国
的
に
、改
元
に
便
乗
し

た
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

詐
欺
の
手
口

・「
元
号
が
変
わ
る
の
で
キ
ャ
ッ

改
元
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い

シ
ュ
カ
ー
ド
を
新
し
く
す
る
必
要

が
あ
る
」と
嘘
の
説
明
を
し
、カ
ー

ド
を
受
け
取
り
に
行
き
暗
証
番
号

を
聞
き
出
す
。

・
全
国
銀
行
協
会
を
名
乗
る
封
筒
を

送
り
、「
元
号
の
改
元
に
よ
る
銀

行
法
改
正
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
不
正
操
作

防
止
対
応
が
必
要
に
な
る
た
め
、

暗
証
番
号
を
記
入
用
紙
に
書
か
せ
、

カ
ー
ド
を
入
れ
て
返
送
さ
せ
る
。

　
現
在
、
島
根
県
内
で
改
元
に
便
乗

し
た
特
殊
詐
欺
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
浜
田
市
内
に
も
同
様
の
手
口

の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
ま
す
。

改
元
詐
欺
に
関
す
る
注
意
点

・
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
る

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
他
人
に
渡

さ
な
い
。
送
ら
な
い
。

・
暗
証
番
号
を
他
人
に
教
え
な
い

　
改
元
さ
れ
て
も
、
現
在
お
持
ち
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

警
察
や
家
族
・
友
人
な
ど
に
相
談
し
、

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
３０
年
の
市
内
で
の
特
殊
詐
欺
被

害
状
況

被
害
件
数　
１
件（
前
年
比
２
件
減
）

被
害
総
額　
約
１
０
７
万
円

（
前
年
比
約
１
４
３
万
円
減
）

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

６月側溝消毒予定表
日 曜 場所
３ 月 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
４ 火 蛭子町、栄町、片庭町
５ 水 港町１～４
６ 木 京町、高田町、清水町、真光町
10 月 原町、瀬戸見町、元浜町
11 火 原井町
12 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
13 木 長沢町１
17 月 長沢町２～５・７・８
18 火 生湯町１～４
19 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
20 木 浅井町４～６
24 月 浅井町１～３、黒川町１・２
25 火 黒川町３～７
26 水 相生町１～３
27 木 相生町３・４、竹迫町

※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に

実施することがあります。
　　　（環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０）

生
活
・
環
境

住

宅

　
市
で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

既
存
の
住
宅
を
市
内
の
工
務
店
な
ど

を
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現
に

居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人
住
宅
又

は
併
用
住
宅
の
個
人
住
宅
部
分
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

居
住
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

・
子
育
て
世
帯

・
高
齢
者

・
身
体
障
が
い
者

・
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

※　
既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住
宅

は
、
対
象
外
で
す
。

※　
営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を
徴

収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、
対
象

外
で
す
。

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場

合
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※　
市
で
は
耐
震
診
断
に
つ
い
て
も
、

別
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
工
事

⑴　

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に
行

う
増
築
（
10
㎡
以
内
の
も
の
に
限

る
）、
修
繕
、
模
様
替
え
及
び
設

備
改
善
で
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用

が
20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

⑵　
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
障
が

い
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
居
住

者
に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
あ
る
こ
と

⑶　
施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業
所

を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ

と
⑷　
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し
た
日

の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

に
対
象
工
事
が
完
了
し
、
実
績
報

告
書
を
提
出
す
る
こ
と

⑸　
補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ
か
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

※　
介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、
し
ま

ね
長
寿
の
住
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
、
石
州
瓦
等
利
用
促
進
補

助
事
業
な
ど
の
同
種
の
補
助
金
を

受
け
て
行
う
工
事
部
分
は
対
象
外

で
す
。

※　
作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
、
家

電
製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の
購
入

費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る
費

用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
、
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

20
万
円
未
満
の
場
合　
対
象
外

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援

し
ま
す

20
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の
場
合

　
対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の

10
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
１
０

０
０
円
未
満
の
額
は
切
り
捨
て
）

２
０
０
万
円
以
上
の
場
合	

　
一
律
20
万
円

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
着

手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に
申
請

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
北
分
庁
舎

建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指

導
係　
☎
�
９
６
３
２

指
定
ご
み
袋
販
売
価
格
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た

　
一
部
の
ご
み
袋
価
格
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
の
販
売
価
格
に
誤

り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

対
象
ご
み
袋

・
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
（
中
）

・
缶
（
中
）

・
び
ん
（
中
）

誤
り
の
内
容

「
正
」
１
６
１
円　
（
消
費
税
込
）

「
誤
」
１
６
２
円　
（
消
費
税
込
）

　
過
徴
収
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１

本
に
つ
き
１
円
を
返
金
い
た
し
ま
す
。

レ
シ
ー
ト
や
ご
み
袋
の
帯
封
な
ど
、

購
入
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　
環
境
課
及
び
各
支
所
市

民
福
祉
課

受
付
期
間　
９
月
30
日
ま
で

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　
６
月
は
環
境
月
間
で
す

　
環
境
の
日
及
び
環
境
月
間
は
、
１

９
７
２
年
の
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、
毎
年
、

全
国
各
地
で
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
で
は
、
こ
の
環
境
月
間
に

合
わ
せ
、
地
域
で
の
市
民
一
斉
清
掃

を
実
施
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
今
年
も
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で

い
る
地
域
の
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
会
で
の
清
掃
に
合
わ
せ
、
ア

パ
ー
ト
・
社
宅
に
住
ん
で
い
る
人
も

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
や
ア
パ
ー
ト
管
理
者
は
、
従
業

員
や
居
住
者
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
な

参
加
の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
類

の
ご
み
の
出
し
方
に
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い

　
３
月
20
日
午
後
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
ピ
ッ
ト
で
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
粗
大
ご
み
破
砕
機

で
発
火
し
た
ご
み
が
ご
み
ピ
ッ
ト
に

落
ち
、
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
ご
み
に
延

焼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
火

原
因
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ラ
イ
タ
ー
又
は
ス
プ
レ
ー
缶
類

な
ど
の
混
入
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　
ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス

ボ
ン
ベ
は
、「
危
険
物
・
有
害
物
」

と
し
て
次
の
と
お
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
身
を
使
い
切
る

・
ど
う
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
場
合

に
は
「
中
身
あ
り
」
と
袋
に
張
り

紙
を
す
る

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
市
民

組
織
で
す
。
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

情
報
の
発
信
、
地
球
に
や
さ
し
い
省

エ
ネ
ラ
イ
フ
の
提
案
や
実
践
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
現
在
１
４
０
の
団
体
・
個
人
の
会

員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　
市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

　
公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施

し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の
苗
・
球

根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、
公

共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し

て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
32
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の
清

掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

登
録
の
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン
バ
ー

を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養
子

縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活
動
団

体
及
び
代
表
者
名
・
活
動
区
域
・

活
動
人
数
・
活
動
開
始
日
・
活
動

の
頻
度
な
ど
を
記
入
）。

・
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
希
望
す
る
団
体
に
は
ア
ダ
プ
ト
サ

イ
ン
（
看
板
）
の
設
置
や
清
掃
に

必
要
な
用
具
を
提
供
し
ま
す
。

※　
制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い
て

の
ご
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、
ご

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

化
な
ど
環
境
問
題
に
興
味
の
あ
る
個

人
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

会
費
は
不
要
で
す
の
で
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
内
は
ま
だ
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
隊
事
務
局

　
☎
�
９
４
２
０

・
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は
区
別
し
、

別
の
袋
（
透
明
又
は
半
透
明
）
に

入
れ
る

　
ま
た
、
不
燃
ご
み
処
理
場
に
直
接

搬
入
す
る
場
合
も
、
ほ
か
の
ご
み
と

混
ぜ
ず
に
分
け
て
持
ち
込
み
、
指
定

場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　
浜
田
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、

４
月
１
日
付
け
で
次
の
人
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
、
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

・
寺
田　
　
悟　
（
浜
田
担
当
）

・
坂
本　
道
子　
（
浜
田
担
当
）

・
杉
田　
雅
弘　
（
金
城
担
当
）

・
田
村　
邦
麿　
（
旭
担
当
）

・
賀
戸　
重
幸　
（
弥
栄
担
当
）

・
冨
金
原　
完　
（
三
隅
担
当
）

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。

　
定
期
的
に
、
市
役
所
な
ど
で
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

行
政
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関

に
対
す
る
改
善
の
申
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
島
根
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０

産

業

地
域
活
性
化

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局・県・市
で
は
「
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
全
て
の

産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動

状
態
な
ど
の
基
本
的
構
造
を
全
国
及

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す
る

各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
６
月
１
日
か
ら
11
月
末
ま

で
、
調
査
員
が
市
内
全
て
の
事
業
所

の
活
動
状
況
を
実
地
に
よ
り
外
観
な

ど
か
ら
確
認
し
、
新
た
に
把
握
し
た

事
業
所
な
ど
一
部
の
事
業
所
に
は
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

票
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
、
又
は

郵
送
回
答
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
�
９
１
２
０

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の
人

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
人

⑵　
送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内
を

確
認
し
、
指
定
の
医
療
機
関
や
集

団
健
康
診
査
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

※　
健
康
手
帳
・
前
年
度
の
受
診
結

果
票
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
金	

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※　
こ
の
ほ
か
は
加
入
す
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　
午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝
食

を
、
午
後
受
診
す
る
人
は
昼
食
を

食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
検
診

　
血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検
査

で
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
50

歳
以
上
の
男
性

持
参
す
る
も
の　
健
康
手
帳
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
一
生
涯
で
１
回
受
け

れ
ば
い
い
検
査
で
す
。
血
液
検
査
に

よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
２
種
類

の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券
が
送

付
さ
れ
た
人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

持
参
す
る
も
の　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
受
診
券
・
健
康
手
帳
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

※　
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
医
療
機
関
又
は
健
康
医
療
対

策
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

期
間　
６
月
１
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

場
所　
受
託
医
療
機
関

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
医
療

機
関
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実
施

し
て
い
た
「
集
団
健
康
診
査
」
は

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

　
年
に
１
度
は
体
の
点
検
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
を

し
ま
し
ょ
う
。
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
を
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実

施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

健
診
の
受
診
方
法

⑴　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
特
定
健

康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券
が

医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
人
に
は
受
診
券
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
今
年

度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
予
定
の
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で

　
敬
老
入
浴
券
が
利
用
で
き
る
入
浴

施
設
に
令
和
元
年
度
か
ら
か
め
や
旅

館
が
加
わ
り
ま
し
た
。

利
用
で
き
る
施
設

・
か
め
や
旅
館
（
新
規
入
浴
施
設
）

・
国
民
宿
舎
千
畳
苑

・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

・
美
又
温
泉
会
館

・
子
安
華
湯
館

・
旭
温
泉
か
く
れ
の
里
ゆ
か
り

・
旭
温
泉
し
ろ
つ
の
荘

・
ホ
テ
ル
川
隅

・
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

・
コ
ワ
温
泉

・
有
福
温
泉
外
湯
（
御
前
湯
・
さ
つ

き
湯
・
や
よ
い
湯
）

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者

福
祉
係　
☎
�
９
３
２
０

子

育

て

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

所
得
・
課
税
証
明
書
を
発
行

し
ま
す

　

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
の
所

得
・
課
税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
し
た
場
合
は
、

窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も
、
手
数
料

が
１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
取
得
で
き
る
の
は
、
平
成

31
年
１
月
１
日
現
在
、
浜
田
市
に
お

住
ま
い
の
人
の
所
得
・
課
税
証
明
書

と
な
り
ま
す
。

発
行
開
始
日　
６
月
１
日
㈯
～

※　
窓
口
は
６
月
３
日
㈪
か
ら
で
す
。

窓
口
で
の
発
行

①
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

②
市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

③
各
支
所
市
民
福
祉
課

④
行
政
窓
口
の
あ
る
公
民
館

時
間

①
～
③
平
日
開
庁
時

④
行
政
窓
口
の
あ
る
各
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
申
請
す
る
場

合
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行

利
用
で
き
る
店
舗

　

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ
ラ

を
含
む
）・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

※　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て

あ
る
店
舗
の
み
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
・
保
守

点
検
日
な
ど
を
除
く
）

手
数
料　
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
証
明
書
自

動
交
付
機
能
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド

※　
コ
ン
ビ
二
で
取
得
す
る
場
合
は
、

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
本
人
の
み

取
得
可
能
で
す
。

問
合
せ　
税
務
課
税
制
係

☎
�
９
２
３
０

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

　
市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康
保
険

料
の
決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市

民
税
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
13
日
㈭
～
28
日
㈮

　
（
土
・
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
市
役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

※　
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
も
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ

・
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
�
９
２
３
１

・
保
険
年
金
課
賦
課
給
付
係

　
☎
�
９
４
１
３

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

現
在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

の
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
期
限
内
に
必
ず
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
７
月
１
日
㈪

※　
受
給
中
の
人
に
は
６
月
上
旬
に

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※　

窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

①
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写

し
※　
国
民
年
金
加
入
者
は
、
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
そ
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
別
途
提

出
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

提
出
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係　

　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課　

し
ま
ね
保
育
実
習
等
旅
費
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
島
根
県
外
の
保
育
士
養
成
施
設
に

在
学
す
る
学
生
が
、
島
根
県
内
の
保

育
所
（
園
）
な
ど
で
保
育
実
習
や
就

業
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
際

の
旅
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
島
根
県
外
の
保
育
士
養
成
施

設
に
在
学
し
、
島
根
県
内
の
保
育

所
（
園
）
な
ど
で
保
育
実
習
や
就

業
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う

学
生
（
一
人
に
つ
き
１
回
ま
で
）

※　
本
人
が
旅
費
を
負
担
し
て
い
な

い
場
合
や
ほ
か
の
旅
費
の
助
成
を

受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

募
集
期
間　
令
和
２
年
３
月
２
日
ま

で
※　
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
早
め
に

募
集
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
請
方
法　
助
成
申
請
書
兼
請
求
書
、

及
び
保
育
士
養
成
施
設
に
在
学
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類

助
成
金
額　
保
育
士
養
成
施
設
が
所

在
す
る
地
区
な
ど
で
助
成
額
が
異

な
り
ま
す
。

※　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社

会
福
祉
協
議
会
法
人
支
援
部
人
材

確
保
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７　

税
務
・
納
税

減
免
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

　
失
業
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
納

税
（
納
付
）
が
困
難
な
場
合
に
は
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
、
市
民
税
県
民

税
又
は
国
民
健
康
保
険
料
が
減
額
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※　
浜
田
市
独
自
の
政
策
と
し
て
、

世
帯
主
と
国
保
加
入
者
が
非
課
税

の
世
帯
に
属
す
る
23
歳
未
満
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
均
等
割
を

全
額
減
額
し
ま
す
。
対
象
と
見
込

ま
れ
る
世
帯
に
は
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
県
民
税

・
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
�
９
２
３
１

国
民
健
康
保
険
料

・
保
険
年
金
課
賦
課
給
付
係

・
☎
�
９
４
１
３

健
康
・
福
祉

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す

敬
老
入
浴
券
が
使
え
る
施
設

が
増
え
ま
し
た

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

歯
周
病
は
重
症
化
す
る
と
歯
を

失
っ
た
り
、
様
々
な
病
気
を
発
症
、

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
早

期
発
見
の
た
め
に
も
、
歯
周
疾
患
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
満
40
歳
（
昭
和
54
年
４
月

１
日
か
ら
昭
和
55
年
３
月
31
日
生

ま
れ
）
の
市
民

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

実
施
内
容　
問
診
、
歯
周
組
織
検
査
、

歯
科
保
健
指
導

期
間　
６
月
１
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
、
問
診

票
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）・

保
険
証

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
令和２年２月28日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場

金
城 ６月13日㈭

 9:00～10:00みまた会館
10:30～11:30ふれあい会館
13:00～14:00ときわ会館
14:30～16:00みどりかいかん

旭 ６月17日㈪
9:00～11:30旭保健センター

13:30～14:30重富生活改善センター
15:00～16:00 都川高齢者活動促進センター

浜
田

６月18日㈫ 9:00～11:30美川公民館
13:30～15:00浜田公民館

６月25日㈫ 9:00～11:30浜田保健所13:00～15:00

６月26日㈬ 9:00～11:30石見公民館
13:30～15:30長浜公民館

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田

６月２日㈰
（休日検診）

8:00～11:00 石見公民館
13:00～14:00 浜田市役所第２東分庁舎

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度の飲水は
可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

６月２日㈰
（休日検診）

8:00～11:00 石見公民館
13:00～14:00 浜田市役所第２東分庁舎

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性

実施期間

江木医院
令和２年２月29日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
令和２年２月28日㈮まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

	（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥加入健康保険
⑦受診希望日時・会場名

	（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療対策課

「巡回人間ドック」係

も
可
の
い
ず
れ
か
）
を
必
ず
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　
希
望
日
時
に
添
え
な
い
場
合
や

応
募
が
少
な
い
場
合
は
、
計
画
変

更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

※　
こ
の
ド
ッ
ク
は
浜
田
市
国
保
加

入
者
の
特
定
健
診
と
同
等
健
診
と

し
て
扱
い
ま
す
。
抽
選
で
当
選
さ

　
れ
た
場
合
、
特
定
健
診
受
診
券
の

返
却
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
大

事
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※　
こ
の
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
に
は
、

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）
の
検

　
査
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
巡
回
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
以
降
、
同
じ

が
ん
検
診
を
受
け
る
場
合
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜

田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
健
康

医
療
対
策
課
「
巡
回
人
間
ド
ッ

ク
」
係

申
込
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

必
着

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
６
月

下
旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

実施日・会場
実施日 会　場

８月７日㈬ 三隅保健センター
８月８日㈭ 岡見漁業振興会館
８月９日㈮ みのり会館
８月29日㈭ 旭保健センター
８月30日㈮ 都川高齢者活動促進センター
９月４日㈬・５日㈭ 総合福祉センター
９月６日㈮ 弥栄会館
９月25日㈬・26日㈭ ふれあいジム・かなぎ

　
市
で
は
、
健
康
の
保
持
増
進
と
病

気
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い

人
に
巡
回
健
診
車
で
受
診
す
る
「
巡

回
人
間
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。
短

時
間
（
約
１
時
間
）
で
、
い
ろ
い
ろ

な
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
（
昭
和
20
年

４
月
１
日
～
平
成
12
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に
住
民
票
が

あ
る
人

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

③
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

定
員　
各
会
場
25
人

検
査
委
託
機
関　
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

検
査
項
目　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
胃
部

バ
リ
ウ
ム
検
査
・
胸
部
Ｘ
線
検

査
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
便
潜
血

検
査
・
前
立
腺
が
ん
検
診　
な
ど

自
己
負
担
金　
８
０
０
０
円

※　
受
診
日
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性

別
、
④
生
年
月
日
、
⑤
日
中
連
絡

先
電
話
番
号
、
⑥
加
入
健
康
保
険
、

⑦
受
診
希
望
日
時
・
会
場
名
（
第

１
希
望
日
・
第
２
希
望
日
、
希
望

時
間
は
、
午
前
・
午
後
・
い
つ
で

は
が
き
の
記
入
例

　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ５月号（Ｐ
30）の注意事項を参考にしてください。浜田市に住
民票がある人は、市が実施する各種がん検診を、無
料で受診することができます。がん検診受診の際
は、本人確認ができるもの（健康保険証・運転免許
証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２

回目以降全額負担となります。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係	☎�９３１１

６月各種がん検診の日程

後
期
高
齢
歯
科
口
腔
健
診
を

実
施
し
ま
す

　
75
歳
頃
か
ら
歯
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
噛か

む
力
や
食
べ
る
力
が
低

下
し
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
「
い

き
い
き
」
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象　
76
歳
～
85
歳
（
昭
和
９
年
４

月
２
日
～
昭
和
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
市
民

※　
病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
、
ほ
か
の
保
健
事

業
の
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
た
人

は
対
象
外
で
す
。

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※　
こ
の
ほ
か
県
内
実
施
歯
科
医
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　
事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容　
歯
や
歯
肉
な
ど
口
の
中

の
状
態
や
飲
み
込
み
な
ど
の
機
能

を
、
問
診
や
歯
科
医
に
よ
る
診
察

な
ど
で
調
べ
ま
す
。

期
間　
６
月
１
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
（
対
象

者
に
送
付
し
ま
す
）・
島
根
県
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

問
合
せ　

受
診
券
に
つ
い
て

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２

健
診
内
容
に
つ
い
て

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課　

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
で
の
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉

妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
原
則
80
歳

以
下
の
人

実
施
地
域　
イ
ン
ド
・
硫
黄
島
・
マ

リ
ア
ナ
諸
島
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

実
施
時
期
・
定
員
な
ど　
実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
国
か
ら
お
お
む
ね
３
分

の
１
程
度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

同
行
す
る
介
助
者
に
は
、
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

巡
回
人
間
ド
ッ
ク

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

所得段階 該当者 年間保険料

第１段階
生活保護を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の人

31,410円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の人 50,256円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円を超える人 60,726円

第４段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人（世帯内に住民税課税者がい
る場合）

75,384円

第５段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円を超える人（世帯内に住民税課税者が
いる場合）

83,760円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 100,512円
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上

160万円未満の人 117,264円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が160万円以上
200万円未満の人 134,016円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
300万円未満の人 150,768円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上
500万円未満の人 167,520円

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上
700万円未満の人 188,460円

第12段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が700万円以上の人 209,400円

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

平
成
30
年
中
の
所
得
や
令
和
元
年
度

市
民
税
の
課
税
（
非
課
税
）
状
況
で

算
定
し
、
決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　
年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
は
、
前
半
（
４
月
・
６

月
・
８
月
）
が
前
年
度
の
所
得
を
基

に
計
算
し
た
仮
徴
収
、後
半（
10
月
・

12
月
・
２
月
）
が
今
年
度
の
所
得
を

基
に
計
算
し
た
本
徴
収
で
、
本
徴
収

は
決
定
し
た
１
年
分
の
保
険
料
か
ら
、

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
後
半

で
納
め
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　
決
定
し
た
介
護
保
険
料
の
年
額
を
、

６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
10
回
で
納
め

お湯を飲んでください

于
う

　清
せ い

今年度の重点目標
　「食に関する行事に積極的に参加しましょう」
　市では、第３次浜田市食育推進計画を策定し、市
民の皆さんが食に関する知識や食を選択する力を身
に付け、健全で心豊かな食生活が実践できるよう、
関係団体と連携して「食育」の取組を推進します。
　計画策定のために実施したアンケート調査では、
「食育」に関心があると答えた人は男性で３割、女
性で６割でした。　　　　　　　　　　　　　　　
　また、市の食育をＰＲするために誕生した「浜田
市食育推進キャラクターびぃびくん」を知っている
割合は約３割で、まだまだ浸透していないのが現状
です。

　今年も、家族で食育について楽しく学ぶ「食育フェ
スタ㏌浜田」が６月23日㈰に総合福祉センターで開
催されます。また、地域では旬の食材を使った料理
教室や食育講座、高齢者サロンなどでの食の交流な
ども多く開催されます。ぜひ食に関するイベントや
地域の行事に参加し、ご自身やご家族の健康づくり
にお役立てください。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係　
　　　　☎�９３１１

浜田市食育推進キャラクター
「びぃびくん」です。
皆さん覚えてね

ま
す
。
口
座
振
替
の
申
込
み
を
し
て

い
る
人
は
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で
の

毎
月
末
日
（
12
月
は
27
日
、
月
末
日

が
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）
に
、
指
定
の
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に

あ
っ
た
場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を
主

と
し
て
維
持
す
る
人
が
死
亡
・
失

業
・
事
業
を
廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で

生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
減
免
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
保
険
料
軽
減

10
月
の
消
費
税
増
税
分
を
財
源
に
、

今
年
度
か
ら
保
険
料
段
階
第
１
段
階

～
第
３
段
階
の
人
を
対
象
に
、
保
険

料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
表
中
の
「
年
間
保
険
料
」
は
軽
減

後
の
額
で
す
）

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

保
険
・
医
療

年

金

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ
れ
る
制
度

で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

免
除
の
種
類　
全
額
免
除
・
３
／
４

免
除
・
半
額
免
除
・
１
／
４
免
除

免
除
の
条
件　
本
人
・
世
帯
主
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額
免
除
の

範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納

付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付　
７
月
１
日
～
（
令
和
元

年
７
月
か
ら
の
免
除・猶
予
申
請
分
）

※　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
の
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

（
学
生
納
付
特
例
も
同
様
で
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の
場
合
）

※　
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係　

　
☎
�
９
４
１
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す

平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

産
婦
の
健
康
診
査
費
用
の
助

成
を
し
て
い
ま
す

　
産
後
２
週
間
ご
ろ
の
産
婦
を
対
象

に
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ

の
虐
待
予
防
の
た
め
、
産
婦
の
健
康

診
査
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
産
後
２
週
間
の
産
婦

健
診
内
容　
母
親
の
身
体
的
な
産
後

回
復
の
確
認
。
問
診
・
体
重
・
血

圧
測
定
・
尿
検
査
・
こ
こ
ろ
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重

測
定・授
乳
相
談・育
児
相
談
な
ど

受
診
場
所

・
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
（
同
病
院
で

出
産
し
た
人
の
み
、６
月
か
ら
実
施
）

・
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
助
産
院
（
黒
川
町
）

・
済
生
会
江
津
総
合
病
院

・
益
田
赤
十
字
病
院
（
同
病
院
で
出

産
し
た
人
の
み
）

料
金　
無
料

申
込
方
法　
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係　
☎
�
９
３
３
１

６月19日は食育の日です
～おいしく・たのしく・豊かな食で人と人をつなぐ食育～

国際交流員コラム

　最近、中国のインターネットでは「お湯を飲ん
でください」が流行語になりました。ただ、この
流行語はいい意味ではありません。その理由は、
女の子が「頭が痛い、お腹が痛い、風邪を引いた」
と訴えたら、彼氏が症状に関係なく、なんでも「お
湯を飲んでください」と慰めることに対し、「心
が込もっていない」「バケツじゃあるまいし」と
女性たちに嫌われています。
　若い男性にも広く伝わっているほど、お湯は中
国人の中で不思議な効果があるとされています。
皆さんも体が冷えた時や風邪を引いた時にお湯を
飲んだことがあるでしょう。しかし、中国でお湯
は一日中、一年中愛飲され、お湯入りの水筒を常
に持って歩く人も多いです。
　では、中国人はなぜこのようにお湯にこだわり
があるのでしょう。
「お湯を飲む」のは中国の養生文化に基づいた
ものです。中医学の考えでは、お湯は「百薬の
長」とされ、朝起きたら、まず一杯のお湯を飲ん
で、一晩で溜まった体の中の代謝物を洗い流しま
す。それによって、体の新陳代謝や排泄活動が活
発になり、デトックス効果があると考えられます。

　また、胃腸を温める効果があるとされています。
中国人がよくお茶や温かいスープ（お粥）を飲む
のもこのためです。
　お湯の効果は古くから知られていますが、燃料
が高いため、国民全体的にお湯を飲み始めたのは
1930年代からです。コレラ菌の蔓延を防ぐために、
水をいったん沸かして飲むことが推奨され、上
海などの都市部で、「お湯店」がヒットしました。
1949年に中華人民共和国が建国されてから、政府
が再び「愛国衛生キャンペーン」を起こし、生水
を飲まないことを習慣づけするように推進しまし
た。長い間、魔法瓶は若い人が結婚する時に必ず
購入する物になっています。　

食 育 コラムコラム

このようにして、お湯は中
国人の生活に一番ポピュ
ラーな「飲み物」になりま
した。皆さんは今日、お湯
を飲みましたか。
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伝 言 板
まちかど

日
時　
６
月
９
日
㈰　
午
前
11
時
～

午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

場
所　
治
和
町
六
町
内
公
民
館

料
金　
無
料（
食
べ
物
は
一
部
有
料
）

問
合
せ　
壮
青
年
部
六
親
会　
水
津

さ
ん

　
☎
０
９
０-

７
５
０
４-

３
３
４
２

日
時　
６
月
１
日
㈯
～
７
月
31
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

日
時　
６
月
９
日
㈰　
午
前
８
時
30

分
～（
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

場
所　
三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金　
１
袋
５
０
０
円

（
１
人
２
袋
ま
で
）

問
合
せ　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
産

業
振
興
係　
☎
�
２
８
０
３

出
願
期
間　
第
１
回　
６
月
15
日
㈯

～
８
月
31
日
㈯

　
第
２
回　
９
月
１
日
㈰
～
20
日
㈮

入
学
説
明
会・相
談
会
（
浜
田
会
場
）

日
時　
７
月
13
日
㈯　
午
後
２
時
～

　
　
　
８
月
16
日
㈮　
午
後
２
時
～

場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
み　
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
実
践
科

入
校
検
定
日　
６
月
20
日
㈭

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

定
員　
15
人

料
金　
２
１
０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間

　
７
月
２
日
㈫
～
10
月
31
日
㈭

訓
練
場
所

　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

申
込
み　
６
月
12
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

試
験
の
種
類
と
受
験
資
格

　
甲
種
の
全
類　
法
令
の
定
め
に
よ

る
資
格
を
有
す
る
者

　
乙
種
の
全
類　
資
格
の
制
限
な
し

日
時　
８
月
25
日
㈰

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市

料
金　
甲
種　
５
７
０
０
円

　
　
　
乙
種　
３
８
０
０
円

申
込
み　
６
月
24
日
㈪
～
７
月
８
日

㈪
に
申
込
書
で
、
又
は
６
月
21
日

㈮
午
前
９
時
～
７
月
５
日
㈮
午
後

５
時
に
電
子
申
請
で
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

日
時
・
場
所

・
６
月
16
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

・
６
月
９
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
江
津
市
総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
（
江
津
市
）

申
込
み　
各
受
講
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
島
根
県
猟
友
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
４
１
２
９

狩
猟
免
許
試
験

日
時
・
場
所

・
６
月
30
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
浜
田
合
同
庁
舎

・
６
月
23
日
㈰　
午
前
９
時
～

　
益
田
合
同
庁
舎
（
益
田
市
）

・
７
月
13
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
川
本
合
同
庁
舎
（
川
本
町
）

申
込
み　
各
試
験
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
島
根
県
森
林
整
備
課

鳥
獣
対
策
室
へ

　
☎
０
８
５
２
�
５
１
６
０

日
時　
６
月
12
日
㈬
・
７
月
10
日
㈬

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

日
時　
６
月
４
日
㈫
・
７
月
２
日
㈫

　
・
８
月
６
日
㈫	

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　
１
階

内
容　
血
圧
測
定
、
体
組
成
測
定
、

健
康
相
談
、
介
護
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支

部　
☎
�
０
５
０
５

日
時　
６
月
28
日
㈮　
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金　
40
分
間
無
料
（
要
予
約
・
３

回
目
以
降
の
継
続
相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み　
事
前
に
石
見
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
へ　
☎
�
４
５
１
４

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

日
時　
12
月
１
日
㈰

　
午
後
１
時
～
５
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演
者
募
集
（
選
考
）

申
込
み　
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ　
☎
�
３
７
５
９

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
６
月
10
日
㈪

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時　
８
月
３
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
後
５
時
～
10
時
（
予
定
）

場
所　
浜
田
漁
港
周
辺

市
民
の
店
出
店
者
募
集

出
店
要
件

①
公
益
又
は
非
営
利
を
目
的
と
す
る

活
動
団
体

②
浜
田
市
観
光
協
会
・
浜
田
商
工
会

議
所
・
石
央
商
工
会
に
在
籍
し
、

過
去
に
同
一
店
舗
名
で
出
店
実
績

を
有
す
る
個
人
又
は
団
体

売却物件
物件番号 R元-水道１ R元-水道２
物件名 黒川町水道用地 周布町水道用地
区分 土地 土地
所在地 黒川町

108番57
周布町
ロ11番２

地目 宅地 雑種地
地積 196.93㎡ 333.00㎡
最低

売却価格 9,079,000円 2,693,000円

一
般
競
争
入
札

日
時　
７
月
19
日
㈮　
午
後
１
時
以

降
（
時
間
は
後
日
通
知
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
Ｃ

※　
参
加
資
格
・
売
却
条
件
・
留
意

事
項
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
６
月
３
日
㈪
か
ら
７
月
２

日
㈫
ま
で
（
必
着
）
に
入
札
参
加

申
込
書
を
契
約
管
理
課
入
札
管
理

係
へ

位置図
北

周布
郵便局

売却物件
R元-水道２

至	三隅町

至	長浜町

国道９号

周

布

川

③
そ
の
ほ
か
の
個
人
又
は
団
体

定
員　
20
店
舗
程
度
（
選
考・抽
選
）

料
金　
３
０
０
０
０
円

（
テ
ン
ト
代
な
ど
）

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

対
象　
踊
り
・
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
団
体

（
１
団
体
10
分
以
内・出
演
料
無
し
）

定
員　
10
団
体
程
度
（
選
考・抽
選
）

料
金　
無
料

申
込
み　
市
民
の
店
出
店
・
ス
テ
ー

ジ
出
演
と
も
、
６
月
21
日
㈮
ま
で

に
申
込
書
を
浜
田
市
観
光
協
会
へ

　
☎
�
１
０
８
５

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

日
時　
６
月
16
日
㈰　
午
前
10
時
～

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
駐
車
場
発
着

～
浜
田
城
址
・
松
原
な
ど
約
６
㎞

料
金　
無
料

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
み　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　
西
川
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

問
合
せ　

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
上
下
水
道
部
管
理
課
企
画
経
理
係

　
☎
�
９
９
０
０

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

　
☎
�
９
１
４
１

北浜田駅

至	殿町

至	長沢町

売却物件
R元-水道１

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

日
時　
６
月
15
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
三
隅
中
央
会
館　
研
修
室

講
師　
楫
ヶ
瀬
孝
さ
ん

料
金　
１
５
０
０
円

申
込
み　
６
月
７
日
㈮
ま
で
に
石
州

和
紙
会
館
へ　
☎
�
４
１
７
０

日
時　
６
月
15
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
立
体
育
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
県
立
体
育
館

　
☎
�
１
２
０
１

日
時　
６
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

お
出
か
け

石
州
和
紙
会
館

恩
智
成
子　
石
州
和
紙
人
形
展

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

周
布
の
歴
史
講
演
と
ヤ
マ
メ
祭
り

古
代
ロ
マ
ン
と
の
出
会
い

教
室・講
座

放
送
大
学　
10
月
生

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

資
格・試
験

消
防
設
備
士
試
験

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

及
び
狩
猟
免
許
試
験

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会移動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

島
根
県
看
護
協
会

　
　
ま
ち
の
保
健
室

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

出
演
者
募
集

２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

　
市
民
の
店
出
店
者

　
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
ウ
ォ
ー
ク

in
城
址
・
松
原
浦

昔
の
面
影
を
探
索
し
な
が
ら

楽
し
く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

蛇
胴
で
小
物
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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な
み
ち
ゃ
ん
を
さ
が
せ

日
時　
６
月
の
土
・
日
・
月
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
シ
ロ
イ
ル
カ
に
ご
は
ん
を
あ
げ
よ

う
♪
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
６
月
10
日
㈪
・
24
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　
無
料

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
を
ひ
い
て

観
察
し
よ
う
♪
」

日
時　
６
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ア
ク
ア
ス
周
辺
の
海

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

６
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰　
日
脚
神
楽
社
中

９
日
㈰　
大
尾
谷
神
楽
社
中

16
日
㈰　
長
浜
神
楽
社
中

23
日
㈰　
谷
住
郷
神
楽
社
中

30
日
㈰　
周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

企
画
展
「
・て

ん

と
－せ

ん

、
い
ろ
、
か
た
ち

島
根
の
美
術
室
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

M
U

SEU
M

 x THEATER Vol.8

「
み
ん
な
の
音
楽
室
」

日
時
・
内
容　
６
月
２
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「〈
て
ん
〉
と
〈
せ
ん
〉」

午
後
１
時
～
３
時	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
音
の
い
ろ
い
ろ
」

午
後
３
時
～
４
時	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
ん
な
で
音
を
出
し
て
み
よ
う
」

午
後
４
時
～
４
時
30
分	

ミ
ニ
ラ
イ
ブ

講
師
・
演
奏　
相
川
瞳
さ
ん
（
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
）・
林
正
樹
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）・鈴
木
広
志
さ
ん（
サ
ッ
ク
ス
）

場
所　
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

定
員　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
先
着

20
人
（
要
申
込
み
）・
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
：
先
着
60
人
（
当
日
受
付
・
申

込
み
不
要
）

料
金　
無
料
（
小
学
校
２
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

布
袋
寅
泰

HO
TEI Live In Japan 2019
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～

日
時　
７
月
21
日
㈰　
午
後
５
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
り　
８
０
０
０
円

※　
前
売
り
が
完
売
の
場
合
、
当
日

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
７

月
14
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

対
象　
小
学
校
４
～
６
年
生

日
時　
８
月
１
日
㈭
～
３
日
㈯

場
所

　
石
見
海
浜
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
周
辺

定
員　
30
人
（
抽
選
）

料
金　
６
０
０
０
円

申
込
み　
６
月
30
日
㈰
ま
で
に
石
見

海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
３
６
０
０

日
時　
６
月
30
日
㈰

　
正
午
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル	

大
ホ
ー
ル

料
金　
１
０
０
０
円

問
合
せ　
藤
惠
会	

藤
間
晃
正
惠
さ
ん

　

☎
�
３
３
９
９

日
時　
６
月
29
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
西
川
病
院
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ホ
ー
ル

内
容　
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
・
幼
児
コ
ー
ナ
ー
な
ど

料
金　
無
料

申
込
み　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　
村
井
さ
ん
へ

　
☎
�
１
１
２
３

船
内
見
学
会
（
要
申
込
み
）

※　
船
内
見
学
参
加
に
は
、
外
国
客

船
の
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
。

日
時　
７
月
７
日
㈰

　
正
午
～
午
後
２
時

場
所　
浜
田
港
福
井
埠
頭
３
号
岸
壁

定
員　
40
人
（
抽
選
）

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
14
日
㈮
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

浜
田
港
振
興
会
へ	

☎
�
７
７
３
３

日
時　
６
月
23
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん	
午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-
９
６
３
７

日
時　
６
月
23
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
清
掃
活
動
の
み
参
加
の
場
合
は
午

後
０
時
10
分
終
了
予
定
）

集
合
場
所　
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

清
掃
会
場　
ア
ク
ア
ス
前
海
岸

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

　
清
掃
後
、
ア
ク
ア
ス
で
シ
ロ
イ
ル

カ
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
見
学

定
員　
３
５
０
人
（
抽
選
）

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
17
日
㈪
ま
で
に
エ
フ

エ
ム
山
陰
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
☎
０
８
５
２
�
９
８
８
２

日
時　
６
月
23
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
パ
ネ

ル
展
示
・
地
元
食
材
の
販
売
な
ど

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

日
時　
６
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

日
時　
６
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
17
日
㈪
ま
で
に
大
橋

さ
ん
へ　
☎
�
０
６
３
５

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・
寡

婦
の
人

日
時　
６
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
頃

場
所

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
す
ま
い
る

料
金　
一
家
族
８
０
０
円

申
込
み　
６
月
14
日
㈮
ま
で
に
浜
田

市
母
子
会　
山
本
さ
ん
へ

　
☎
�
３
６
１
２

日
時　
６
月
22
日
㈯

　
午
後
４
時
～
10
時

場
所　
波
佐
公
民
館（
と
き
わ
会
館
）

問
合
せ　
波
佐
公
民
館

　
☎
�
０
１
４
６

日
時　
６
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
未
受
講
者
優
先
、
抽

選
結
果
を
全
員
に
通
知
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
６
月
10
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ	

☎
�
９
５
２
０

日
時　
６
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫
・
20

日
㈭
・
21
日
㈮

場
所　
江
津
清
和
養
護
学
校（
江
津
市
）

内
容　
学
校
施
設
見
学
・
授
業
見
学

　
・
教
育
相
談
な
ど

申
込
み　
江
津
清
和
養
護
学
校
へ

　
☎
０
８
５
５
�
２
６
１
３　

ＦＡＸ
０
８
５
５
�
２
６
１
４

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
６
月
30
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
石
見
公
民
館
後
野
分
館

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
25
日
㈫
ま
で
に
文
化

振
興
課
芸
術
文
化
振
興
係
へ

　
☎
�
９
７
３
０

浜
田
市
美
術
展
（
全
部
門
共
通
）

日
時　
９
月
28
日
㈯
～
10
月
６
日
㈰

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

現
代
美
術
部
門
下
見
会

※　
現
代
美
術
の
部
に
応
募
す
る
人

は
必
ず
下
見
会
に
参
加
す
る
こ
と

対
象　
中
学
生
以
上

日
時　
６
月
16
日
㈰
・
23
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

内
容　
作
品
の
応
募
方
法
や
表
現
に

つ
い
て
の
説
明

申
込
み　
６
月
13
日
㈭
ま
で
に
世
界

こ
ど
も
美
術
館
へ	

☎
�
８
４
５
１

日
時　
６
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

講
師　
楾
大
樹
さ
ん
（
「
檻
の
中
の

ラ
イ
オ
ン
」
著
者
・
弁
護
士
）

料
金　
一
般　
１
０
０
０
円

　
　
　
大
学
生　
５
０
０
円

　
　
　
高
校
生
以
下　
無
料

問
合
せ　
市
民
自
治
を
学
ぶ
会
＠
は

ま
だ　
栗
栖
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
０
６
４-

７
９
４
０

清
掃
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

石
見
海
浜
公
園

　
い
わ
み
自
然
学
校

藤
間
流　
藤
惠
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演（
日
本
舞
踊
な
ど
）

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　
ス
ポ
レ
ク
広
場

第
１
９
７
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

式
内
社
の
大
麻
山
神
社
を
探
る

コ
ス
モ 

ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス 

ア
ク
ト

ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

in
石
見

来
て
、見
て
、味
わ
っ
て
、楽
し
め
る

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

唐
黍
を
使
っ
た
ミ
ニ
箒
作
り

＆ 

黍
粉
ぜ
ん
ざ
い
の
試
食

さ
わ
や
か
運
動
会

～
ひ
と
り
親
家
庭
と
寡
婦
の
集
い
～

波
佐
ホ
タ
ル
祭
り

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

江
津
清
和
養
護
学
校

　
　
学
校
公
開
週
間

浜
田
市
美
術
展

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
写
真
教
室
」

浜
田
市
美
術
展

「
現
代
美
術
の
部
」
下
見
会

憲
法
の
お
は
な
し

「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」＠
浜
田

ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ・ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」

船
内
見
学
会
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
橋
本
明
治
画

伯
の
息
子
弘
安
画
伯
を
焦
点
に
し
た
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。
橋
本
弘
安
画
伯
は
、
明
治

画
伯
に
師
事
し
制
作
に
励
み
な
が
ら
、
女
子

美
術
大
学
で
後
進
を
育
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
画
の
顔
料
研
究
者
と
し
て
、
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
は
、
弘

安
画
伯
の
本
物
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
市
内
の
全
小
学
校
に
作
品
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
今
回
集

め
、
当
館
収
蔵
品
と
一
緒
に
展
示
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
浜
田
市
名
誉
市
民
の
橋
本
明
治
画

伯
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
父
子
共
演
、
そ

し
て
そ
の
ほ
か
郷
土
の
作
家
の
収
蔵
品
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
展
示
構
成
で
す
。

浜
田
の
美
術
文
化
に
出
会
い
、
郷
土
の
宝

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

橋
本
弘
安
画
伯
を
迎
え
て
開
催
し
ま
す
。

◎
６
月
１
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～

《
対
話
型
鑑
賞
「
み
る
み
る
の
会
」》

◎
６
月
15
日
㈯
・
29
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時

※　
い
ず
れ
も
参
加
は
自
由
で
す
が
、
展
覧
会

の
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
６
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
絵
の
具
で
あ
わ
せ
絵
に
挑
戦
》

◎
６
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
変
身
！
パ
パ
の
百
面
相
》

◎
６
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
モ
ノ
タ
イ
プ
版
画
》

◎
６
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

◎
６
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
）

６月の休館日
月曜日　３日・10日・17日・24日

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

【
企
画
展
示
室
】

　
石
本
正 

素
描
展
「
花
を
み
つ
め
て
」

期
間　
６
月
23
日
㈰
ま
で

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
「
平
成
３０
年
度 

石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作

品
展
【
前
期
】」

期
間　
６
月
７
日
㈮
ま
で

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
「
平
成
３０
年
度 

石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作

品
展
【
後
期
】」

期
間　
６
月
８
日
㈯
～
23
日
㈰

●
第
58
回
石
本
正
絵
画
教
室

日
時　
６
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

内
容　
裸
婦
デ
ッ
サ
ン

参
加
費　
７
５
０
０
円

定
員　
30
人

●
「
土
人
形
絵
付
け
体
験
」

日
時　
６
月
22
日
㈯　
午
後
１
時
～
３
時

講
師　
土
人
形
作
家
・
福
美
さ
ん

参
加
費　
１
０
０
０
円

定
員　
15
人
（
予
約
優
先
）

６
月
の
展
示
替
休
館
日

６
月
24
日
㈪
～
７
月
１
日
㈪

成
蹊
大
学
と
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

開
催

公
開
講
座
の
ご
案
内

４
月
３
日
㈬
、
総
合
政
策
学
部
２

４
０
人
、
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発

研
究
科
７
人
が
本
学
の
新
た
な
仲
間

に
な
り
ま
し
た
。

公
演
後
は
、
舞
台
上
で
記
念
撮
影

や
歓
談
が
行
わ
れ
、
両
校
の
絆
を
深

め
ま
し
た
。
神
楽
を
初
め
て
観
た
と

い
う
学
生
は
、「
舞
台
上
を
乱
舞
す

る
大
蛇
の
迫
力
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。

同
じ
年
頃
の
学
生
が
地
域
の
伝
統
芸

能
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い
と
実

践
す
る
姿
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
」
と

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
表
情
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
、来
場
者
の
ご
夫
婦
は
、「
独

特
の
拍
子
が
耳
か
ら
離
れ
な
い
。
石

見
神
楽
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。
現
地

に
行
っ
て
も
っ
と
多
く
の
演
目
を
観

た
い
」
と
、
配
布
し
た
石
見
地
方
の

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
熱
心
に
読
ん

で
い
ま
し
た
。

舞
濱
社
中
代
表
の
檀
上
修
作
さ
ん

（
総
合
政
策
学
部
３
年
生
）
は
、「
こ

ん
な
に
大
勢
の
前
で
舞
う
の
は
初
め

平
成
31
年
度
総
合
政
策
学
部
・

大
学
院
入
学
式

昨
年
６
月
に
締
結
し
た
包
括
的
連

携
協
定
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

３
月
23
日
㈯
に
成
蹊
大
学
（
東
京

都
）
で
石
見
神
楽
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
本
学
の
学
生
神
楽
サ
ー
ク
ル
舞

濱
社
中
と
、
地
元
浜
田
市
の
宇
野
保

存
会
（
宇
野
町
）
が
「
大
蛇
」
な
ど

３
演
目
を
披
露
す
る
と
、
成
蹊
大
学

の
学
生
や
教
職
員
、
家
族
連
れ
の
市

民
な
ど
約
３
０
０
人
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
会
場
は
熱
狂
的
な
拍
手
と
笑
顔

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

新入生代表　宣誓

①
や
っ
て
み
な　
わ
か
ら
ん
っ
！　

～
高
齢
者
団
体
の
６
次
産
業
化
の

取
組
み
か
ら
考
え
る
、
地
域
づ
く

り
を
担
う
人
づ
く
り
～

日
時　
６
月
５
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
藤
井
礼
子
さ
ん
（
元
・
島
根

県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興

石見神楽公演の様子

会
期　
６
月
１
日
㈯
～
７
月
７
日
㈰

観
覧
料　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　
１
０
０
円

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
に

来
場
い
た
だ
き
、
盛
会
に
式
典
を
挙

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
黒
川
心
貴

さ
ん
（
島
根
県
立
隠
岐
高
等
学
校
出

身
）
が
宣
誓
を
行
い
、「
大
学
で
の

学
び
を
通
じ
て
、
課
題
解
決
に
資
す

る
幅
広
い
視
野
を
養
い
、
主
体
的
に

行
動
で
き
る
力
を
身
に
付
け
、
地
域

社
会
、
さ
ら
に
は
国
際
社
会
の
発
展

の
た
め
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
り

た
い
。
ま
た
、
新
し
く
出
会
っ
た
仲

間
を
大
切
に
し
、
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
有
意
義
で
価
値
あ
る
大
学
生
活

を
送
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　
式
の
最
後
に
、
浜
田
市
民
合
唱
団

の
皆
さ
ん
、
本
学
吹
奏
楽
部
・
合
唱

部
の
演
奏
で
、
会
場
全
員
が
大
学
歌

を
斉
唱
し
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

て
の
経
験
。
緊
張
し
た
が
、
鳴
り
や

ま
な
い
拍
手
を
聴
い
て
う
れ
し
か
っ

た
。
稽
古
を
積
ん
で
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
披
露
し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
本
学
と
成
蹊
大
学

の
ご
縁
が
一
層
深
ま
り
、
浜
田
市
と

武
蔵
野
市
と
の
交
流
に
発
展
す
る
可

能
性
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

石見神楽公演メンバー

課
公
民
館
連
携
ス
タ
ッ
フ
）

②
ロ
シ
ア
の
日
常
～
日
本
と
の
違

い
・
共
通
点

日
時　
６
月
12
日
㈬

　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
ハ
キ
モ
ヴ
ァ
・
リ
リ
ヤ
さ
ん

（
島
根
県
国
際
交
流
員
）

③
中
国
の
リ
ア
ル
な
生
活
事
情

日
時　
６
月
19
日
㈬

　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
于
清
さ
ん
（
浜
田
市
国
際
交

流
員
）

④
浜
田
開
府
四
百
年
目
に
見
た
近
世

浜
田
藩
の
歴
史

日
時　
６
月
26
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
浜
田
市
文

化
振
興
課
市
誌
編
纂
室
専
門
員
）

⑤
夢
の
続
き
「
音
楽
が
都
市
農
村
交

流
の
扉
を
開
け
た
」

日
時　
７
月
３
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
河
野
文
影
さ
ん
（
森
の
公
民

館
「
夢
の
音
村
」
村
長
）

各
講
座
の
会
場

　
講
義
・
研
究
棟　
中
講
義
室
３

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６　 　　招き猫

石本正「池（植物園）」

vol.188
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.270

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

 

橋
本
弘
安
展

 

‐「
本
当
の
色
」
岩
絵
具
の
探
求
‐

６
月
の
イ
ベ
ン
ト
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世	帯 男 女 総	数
浜 田 19,620 18,919 20,812 39,731
金 城 1,899 2,039 2,158 4,197

旭 1,334 1,351 1,357 2,708
弥 栄 672 596 666 1,262
三 隅 2,841 2,848 3,094 5,942
合 計 26,366 25,753 28,087 53,840

（単位：人）
人　口（４月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

貸出ベスト1０（平成３1年４月期）
順位 タイトル 著者
１ 新章神様のカルテ 夏川　草介
２ 宝島 真藤　順丈
３ １Ｒ１分34秒 町屋　良平
４ 昨日がなければ明日もない 宮部　みゆき
５ 沈黙のパレード［９］ 東野　圭吾
６ そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
７ ノースライト 横山　秀夫
８ 飛族 村田　喜代子
９ 渦 大島　真寿美
10 お茶壺道中 梶　よう子

本書は、島根あさひ社会復帰促進センターの「盲
導犬パピー育成プログラム」の立ち上げから10年取
材を重ね、関わってきたフォトジャーナリストの著
者が綴る、希望の書です。
　施設設置を受け入れ、更生活動を支える地域の人
たちの暖かさにも触れられています。

日本初の試みとなったこのプロジェクトは、訓練
生に社会へ貢献する機会を与えます。

大塚敦子/著　岩波書店　（分類　YＡ326/ｵｵ）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレン
ダー裏面のくらしのサービスガイドをご覧く
ださい。

　

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
３

年
ご
と
に
更
新
の
手
続
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
更
新
時
期
を
一
定
期
間

過
ぎ
た
場
合
に
は
、
貸
出
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　
窓
口
で
更
新
手
続
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。手

続
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

学
生
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

兵庫県三木市の国登録文化財「旧小河家別邸」に収
められている古文書の中に、元・浜田藩士がしたため
た書簡（手紙）が含まれていることがわかりました。
藩主・松平公に従って落ち延びた後も、再起を期して

元・浜田藩士の手紙が見つかりました

武芸の訓練に励んでいるなど、苦境や心情が読み取れ
る資料です。このたび、三木市の協力を得て、コピー
を取り寄せました。一定期間、館内に掲示しますので
ご覧ください。

犬の無償の愛は、彼ら
の固く閉ざされた心を開
き、生き直す力となると
ともに、盲導犬となった
犬たちは、視覚障がいの
ある人の生きる希望とも
なっています。 著者の大塚敦子さん

４
月
29
日
㈷
、
石
州
浜
っ
子

春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
２

万
５
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
浜
田
開
府

四
百
年
祭
の
開
幕
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
石
州
浜

田
武
者
行
列
」
や
、
市
外
・
県

外
の
団
体
な
ど
が
、
一
緒
に
パ

レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
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支
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☎
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司書がすすめるこの一冊

『<刑務所>で盲導犬を育てる』

利
用
者
カ
ー
ド
の

更
新
に
つ
い
て

図書館情報
開館時間 ６月の休館日

中央 ☎�0480  9:00～19:00 10日㈪・24㈪
金城 ☎�1823

 9:00～17:00 ３日㈪・10㈪
17日㈪・24㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

今月の表紙
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